
定常電気伝導解析



Step

定常電気伝導解析 > 解析概要00

直径 10mm、長さ 200mm の円柱を
導体に見立てて、定常電気伝導解析を行います。
モデルは、ワールド座標系の原点に配置しておきます。

また、電気解析においても基本的な法則である
オームの法則から算出される理論値と解析結果を比較
します。



Step

定常電気伝導解析 > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA] 
をクリックします。



Step

定常電気伝導解析 > 解析設定01

[線形静解析/非線形解析] を選択して、
[OK] をクリックします。

①

②



Step

定常電気伝導解析 > 解析設定01

定常電気伝導解析を行うには、
[電気] と [伝導] にチェックを入れます。

①

②



Step

定常電気伝導解析 > 単位、材料設定02

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで
[単位設定] をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に
設定します。
(今回、荷重と質量の設定は
必須ではありません。)
電位が V 、電流が A であることを
確認します。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。

①

②

③

⑤

⑥

④



Step

定常電気伝導解析 > 単位、材料設定02

①

③

④

材料設定をします。
材料物理タイプで [応力] をチェックオフにし、
[電気] をチェックオンにします。
ライブラリにある JIS Cu の C1020 を
設定します。

②



Step

定常電気伝導解析 > 単位、材料設定02

[材料の編集] ボタンをクリックし、
今回の解析で使用される C1020 の誘電率が
58,500 A/V/mm であることを確認します。

材料物性値を編集しない場合は、
[キャンセル] でダイアログを閉じます。 ④

①

③

②



Step

定常電気伝導解析 > 解析設定03

①

②

解析ページで [応力] のチェックを外します。

③



Step

定常電気伝導解析 > 拘束設定04

拘束条件を設定します。
[電圧] を選択します。 ①

②



Step

定常電気伝導解析 > 拘束設定04

電圧 0 V を円柱の平面に設定します。

① ③

②



Step

定常電気伝導解析 > 拘束設定04

拘束条件を追加します。
[電圧] を選択します。 ①

②



Step

定常電気伝導解析 > 拘束設定04

電圧 24 V を円柱の底面に設定します。

[自動解析] をクリックすると、
メッシュ生成と解析を自動で行います。
この場合、生成されるメッシュサイズは
デフォルト値です。

①

③

②

④



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

電圧の解析結果が表示されました。



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

①

②

コンタの [オン/オフ] をクリックし、
メッシュ表示に切り替えます。

アドインタブにあるメッシュの面選択を
使用して、円柱の平面を選択します。

[積分] ボタンをクリックすると、
ダイアログが表示されます。
積分の対象で [選択] をチェックオンにし、
積分のプルダウンメニューで [電流] を選択します。
[計算の実行] ボタンをクリックすると、
積分結果が表示されます。

積分結果は、54,4913 amps でした。
単位、amps は A (アンペア)を意味します。

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

同様に、円柱底面の電流値も積分します。

アドインタブにあるメッシュの選択解除を
使用して、平面の選択を解除します。
再度、メッシュの面選択を使用し、
円柱の底面を選択します。

先ほどと同じ手順で積分結果を表示すると、
543,986 A でした。

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

アドインタブにある断面の表示/非表示を使用して、
円柱の断面を表示します。

Shift キーを押しながらボタンをクリックすると、
ダイアログが表示されます。

①



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

①

②③

方向 X、Y、Z にそれぞれ 0、0、1 と
位置 X、Y、Z にそれぞれ 0、0、100 を
入力します。

[断面/表示の更新] ボタンで断面表示を更新し、
問題が無ければ [OK] ボタンをクリックします。



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

①

②

③

④

⑤

再度積分を行います。

[積分] ボタンをクリックし、
今回は積分の対象で [断面] をチェックオンにします。

積分結果は、546,581 A でした。



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

断面の表示位置を変更し、
同様の手順で積分を行います。

方向 X、Y、Z が 0、0、1 と
位置 X、Y、Z が 0、0、50 の
断面における積分結果は、545,915 A でした。



Step

定常電気伝導解析 > 結果表示05

断面の表示位置を変更し、
同様の手順で積分を行います。

方向 X、Y、Z が 0、0、1 と
位置 X、Y、Z が 0、0、150 の
断面における積分結果は、546,213 A でした。



Step

定常電気伝導解析 > 理論値との比較06

今回の結果をまとめると、
XY 平面上の電流は以下の通りです。
543,986 A (Z=0)
545,915 A (Z＝50)
546,581 A (Z＝100)
546,213 A (Z＝150)
544,913 A (Z＝200)

また、使用した C1020 の導電率は
58,500 A/V/mm です。

長さ 𝑙

断面積 𝐴

オームの法則を用い、理論値を計算します。
𝑉 = 𝐼𝑅

ここで、右図のような長さ 𝑙 断面積 𝐴 の導体の抵抗 𝑅 は、

𝑅 = 𝜌
𝑙

𝐴

𝜌 は電気抵抗率で、導電率 𝜎 はその逆数です。

𝜎 =
1

𝜌

オームの法則より、

𝐼 =
𝑉

𝑅
=

𝑉 ∙ 𝜎 ∙ 𝐴

𝑙
=

24 ∙ 58,500 ∙ 5 ∙ 5 ∙ 𝜋

200
≒ 551,350 [𝐴]

今回の解析結果と比べると、理論値との差が大きい値である
Z=0 における電流値 543,986 A でも誤差は約 1.3 ％ という結果になりました。
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